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１ 地震災害対策編 



守谷市災害時応援協定一覧 令和５年４月１日現在

№ 協定等名称 協定等締結相手方 締結日 協定内容

① 災害時等の相互応援に関する協定 県内全市町村 H6.4.1 相互応援

② 災害時相互応援に関する協定 神奈川県南足柄市 H17.7.9 相互応援

③ 廃棄物と環境を考える協議会加盟団体災害時相互応援協定 廃棄物と環境を考える協議会 H25.7.12 物資支援・資機材・職員派遣

④ 災害時の情報交換に関する協定 国土交通省関東地方整備局 H23.1.17 情報交換

⑤ 災害時における相互援助協定 岐阜県羽島市 H26.9.1 相互応援

⑥ 災害発生時における守谷市と守谷市内郵便局の協力に関する協定 守谷郵便局 R4.9.5 相互協力

№ 協定等名称 協定等締結相手方 協定内容

① 震災時の緊急給水に係る貯蔵水道水の優先提供等に関する協定 アサヒビール(株)茨城工場 H9.3.12 物資供給

② 災害救助に必要な物資の調達に関する協定 いばらきコープ生活協同組合 H17.1.21 物資供給

③ 災害時における物資の供給等に関する協定 (株)カスミ 松ケ丘店 H18.9.26 物資供給

④ 災害時における物資の供給等に関する協定 (株)ジャパンミート 守谷店 H18.9.26 物資供給

⑤ 災害時における物資の供給等に関する協定 (株)ジョイフル本田 守谷店 H18.9.26 物資供給

⑥ 災害時における物資の供給等に関する協定 (株)カスミ FOOD OFFストッカー 守谷店 H18.9.26 物資供給

⑦ 災害時における燃料の優先供給等に関する協定 茨城県石油業協同組合取手支部 H24.7.25 燃料優先供給

⑧ 災害時における飲料水等の提供に関する協定 アサヒ飲料(株) H26.4.1 物資供給

⑨ 災害時における物資の調達及び供給に関する協定 (株)セブン－イレブン・ジャパン H28.4.1 物資供給

⑩ 災害の物資供給に関する協定 (合)西友 H29.4.28 物資供給

⑪ 災害時における物資の供給等に関する協定 (株)カスミ（本社／つくば市） H30.3.1 物資供給

⑫ 災害時における物資の供給等に関する協定 (株)ミスターマックス（本社／福岡県） H30.3.1 物資供給

⑬ 災害時における生活物資の供給協力に関する協定 (株)ヨークベニマル（本社／福島県） R4.10.4 物資供給

⑭ 災害時における物資の供給等に関する協定 一般社団法人茨城県高圧ガス保安協会 R5.3.27 LPガス等の優先供給

№ 協定等名称 協定等締結相手方 締結日 協定内容

① 災害時の支援協力に関する協定 (株)てすとぴあ H24.4.4 建築物等の応急危険度判定

② 災害時における緊急救援物資等の輸送に関する協定 社団法人 茨城県トラック協会常総支部 H24.11.26 物資等の緊急輸送

③ 災害時における復旧活動の協力に関する協定

守谷市災害対策協力会
・建設業協会
・管工事業協同組合
・電気工事業協会

H27.2.25 復興活動・応急復旧

④ 災害時の医療救護についての協定 公益社団法人 取手医師会 H28.6.1 医療救護活動

⑤ 災害時における緊急通行妨害車両等の排除に関する協定 (株)サカイレッカーサービス H28.10.18 放置車両等の排除

⑥ 災害時における法律相談業務に関する協定 茨城県弁護士会 H28.11.15 法律相談業務

⑦ 災害時における支援協力に関る協定 茨城県行政書士会 H28.11.28 行政書士法に基づく相談業務

⑧ 災害時における医療救護活動についての協定 特定非営利活動法人 日本医療救援機構 H29.4.1 医療救護活動・医療機器支援

⑨ 災害時における資機材の供給に関する協定 (株)機材社 H29.4.1 重機・資機材支援

⑩ 災害時における放送要請に関する協定 (株)茨城放送 H29.6.28 放送支援

⑪ 災害時における緊急通行妨害車両等の排除に関する協定
全国車載車・レッカー事業協同組合・古河市・
常総市・守谷市・五霞町・境町・坂東市

H29.7.18 放置車両等の排除

⑫ 災害時における資機材のレンタルに関する協定 (株)ダイワテック H30.4.4
ソーラーシステムハウス・
資機材支援

⑬ 災害時における入浴施設等の提供に関する協定 メークス(株) H31.4.25 入浴施設等の提供

⑭ 包括連携に関する協定 (株)ニチコム R2.2.21
モバイルバッテリー・
充電器等の提供

⑮ 災害に係る情報発信等に関する協定 ヤフー（株） R2.5.28 災害に係る情報発信等

⑯ 災害時における段ボール製品等の調達に関する協定 東京コンテナ工業(株) R2.9.29 段ボール製品等の調達

１ 防災協定:４３団体(事業所)

【相互応援】６団体(事業所)

【物資供給】１４団体(事業所)

【その他】２３団体(事業所)



守谷市災害時応援協定一覧 令和５年４月１日現在

⑰ 災害時における施設等の利用に関する協定 損害保険ジャパン(株) R2.12.11 施設等の利用

⑱ 包括連携協力に関する協定 （一社）日本ドローンコンソーシアム R2.12.15 地域の防災力の向上等

⑲ 災害時における停電復旧の連携等に関する基本協定
東京電力パワーグリッド(株)、常総市、坂東市、つ
くばみらい市

R3.1.12 停電時の相互協力等

⑳ 災害時における応急仮設住宅（移動式木造住宅）の建設に関する協定 一般社団法人日本ムービングハウス協会 R3.6.23 応急仮設住宅の供給及び建設

㉑ 災害時における駐車場の一時使用に関する協定 イオンタウン株式会社 R3.6.28 駐車場の一時使用

㉒ 災害時における放送等に関する協定 土浦ケーブルテレビ(株) R3.11.1 災害情報の放送等

㉓ 災害時におけるペット避難所の設営及び運営への協力に関する協定 守谷市動物愛護協議会 R4.8.9 ペット避難所の設営及び運営

№ 協定等名称 協定等締結相手方 締結日 協定内容

① 消防相互応援協定（消防団）
常総市、坂東市、つくば市、つくばみらい市
消防相互応援連絡会

H18.6.1 応援隊の派遣

② 茨城県高速自動車道等における消防相互応援協定 常磐自動車沿線自治体及び消防本部 H22.3.31 相互応援

③ 消防相互応援協定（消防団） 取手市 H25.11.1 応援隊の派遣

№ 協定等名称 協定等締結相手方 締結日 協定内容

① 原子力災害時における東海村民の広域避難に関する協定 東海村（避難受入市：取手市・つくばみらい市・守谷市） H29.3.29 避難者の受入れ

② 原子力災害時におけるいわき市民の広域避難に関する協定 いわき市（避難受入市：県内３５市町村）
※県北地区・東海村・沿岸部市町村は除く

H30.1.29 避難者の受入れ

③ 大規模水害時広域避難に関する協定
古河市、結城市、竜ケ崎市、下妻市、常総市、
取手市、つくば市、守谷市、筑西市、坂東市、
つくばみらい市、八千代町、利根町

R1.5.30 避難者の受入れ

(地-03-001)

３ 広域避難協定:３団体(事業所)

２ 消防協定:３団体(事業所)



11 大柏生活改善センター

10 北園保育所

1 立沢公園

9 つつじ公園

8 やまばと公園

7 まつのき公園

2 けやき台公園

5 梅作公園

4 乙子公園

6 もものき公園

3 さくらの杜公園

守谷市防災用井戸設置状況図

天の川公園

松並木公園松前台小学校

御所ヶ丘小学校

大井沢小学校

大野小学校

黒内小学校

松ケ丘小学校

けやき台中学校

高野小学校

郷州小学校

愛宕中学校

守谷小学校

守谷中学校

手押し式×１３箇所

電動ポンプ式×１２箇所

(地ー03ー002）







地区防災計画策定済み地区一覧

策定地区 策定組織名 策定年月日

久保ケ丘地区 北守谷地区まちづくり協議会

地－０３－００５

令和５年11月



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 風水害対策編 



台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（Ｈ３０年３月版）
守谷市（利根川）

利根川上流河川事務所 住民等守谷市気象・水象情報

水防警報（待機）

連絡体制

避難判断水位到達
利根川芽吹橋水位観測所（水位7.10m）

洪水予報（氾濫注意情報）発表

洪水予報（氾濫警戒情報）発表

氾濫危険水位到達
利根川芽吹橋水位観測所（水位7.70m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○区間を担当する消防団に「待機」を指示

警戒体制

○ホットライン

避難勧告又は避難指示（緊急）を発令

◇1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

◇10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

洪水予報（氾濫発生情報）

避難完了

高齢者等避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

※「避難勧告等に関するガイドライン（平成29年1月改）」を参考に作成。 ※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく。

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難準備情報の
発令判断

○必要に応じ、河川事務所長へ助言，リエイゾンの準備・要請

○施設（水門・樋管・排水機場等）の点検・操作確認

○避難所の開設を検討

○リエゾンの派遣

○必要に応じて河川事務所へ必要な措置を求める。

○休校の判断、各体制の確認等

○水防警報（指示）

○要配慮者等施設に洪水予報（氾濫注意情報）を伝達

○災害対策機械の派遣

◇台風予報-72h

-48h

-24h

-12h

0h

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエイゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-5h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難準備情報の受信

○避難の準備（高齢者等以外）

○テレビ、ラジオ，インターネット、メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○上流ダムの事前放流通知受信・確認

○水門、樋管、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○復旧対策の検討

○被害状況の把握

○消防団等への注意喚起

○自衛隊への災害派遣要請
○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

※台風上陸

◇暴風警報発表
〇ホットライン（水戸地方気象台）

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する茨城県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

◇台風に関する気象庁記者会見
（今後の見通し）

○テレビ、ラジオ，インターネット、メール
等による大雨や河川の状況を確認

○気象情報確認，配備基準に基づく今後の体制等検討

○上流ダムの事前放流通知受信・確認
監視体制

水防警報（準備）

氾濫注意水位到達の恐れ

水防団待機水位到達
利根川芽吹橋水位観測所（水位2.00m）

○水防資機材の確認・確保

○樋管の担当者に注意喚起を行う

○区間を担当する消防団に「準備」を指示

氾濫注意水位到達
利根川芽吹橋水位観測所（水位5.00m）

○区間を担当する消防団に「出動」を指示

○避難準備情報の発令を判断できる体制

○危険箇所の水位監視

◇大雨特別警報（緊急速報メール）

非常体制 避難準備・高齢者等避難開始

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

○河川事務所長へ助言，リエイゾン要請，必要な措置を求める

○避難勧告等を発令できる体制

〇要配慮者等施設に洪水予報（氾濫警戒情報）を伝達

○避難所の開設
○必要な情報・措置

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

○避難勧告の対象区域を検討する

〇要配慮者等施設に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達

○ホットライン ○リエイゾンを通じ，災害対策機械等支援を要請する

○市民に対し，状況を周知する

○広域支援・連携の要請

○ホットライン

〇現地対策本部の設置

○氾濫想定結果の確認等

○Morinfoによる災害情報の通報

○Morinfoによる災害情報の通報

○協定事業者への要請

○今後の氾濫予想

堤防天端に水位到達又は到達の恐れあり
利根川芽吹橋水位観測所（概ね9.50m）

氾濫発生
※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○メール，Morinfo，広報車等による
避難指示・避難勧告の受信

避難行動

避難開始
-3h

水
ｰ
0
2
－
0
0
1



台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（Ｈ３０年３月版）
守谷市（鬼怒川）

下館河川事務所 住民等守谷市気象・水象情報

水防警報（待機）

連絡体制

避難判断水位到達
鬼怒川水海道水位観測所（水位4.80m）

洪水予報（氾濫注意情報）発表

洪水予報（氾濫警戒情報）発表

氾濫危険水位到達
鬼怒川水海道水位観測所（水位5.50m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○区間を担当する消防団に「待機」を指示

警戒体制

○ホットライン

避難勧告又は避難指示（緊急）を発令

◇1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

◇10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

洪水予報（氾濫発生情報）

避難完了

高齢者等避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

※「避難勧告等に関するガイドライン（平成29年1月改）」を参考に作成。 ※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく。

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難準備情報の
発令判断

○必要に応じ、河川事務所長へ助言，リエイゾンの準備・要請

○施設（水門・樋管・排水機場等）の点検・操作確認

○避難所の開設を検討

○リエゾンの派遣

○必要に応じて河川事務所へ必要な措置を求める。

○休校の判断、各体制の確認等

○水防警報（指示）

○要配慮者等施設に洪水予報（氾濫注意情報）を伝達

○災害対策機械の派遣

◇台風予報-72h

-48h

-24h

-12h

0h

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエイゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-5h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難準備情報の受信

○避難の準備（高齢者等以外）

○テレビ、ラジオ，インターネット、メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○上流ダムの事前放流通知受信・確認

○水門、樋管、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○復旧対策の検討

○被害状況の把握

○消防団等への注意喚起

○自衛隊への災害派遣要請
○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

※台風上陸

◇暴風警報発表
〇ホットライン（水戸地方気象台）

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する茨城県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

◇台風に関する気象庁記者会見
（今後の見通し）

○テレビ、ラジオ，インターネット、メール
等による大雨や河川の状況を確認

○気象情報確認，配備基準に基づく今後の体制等検討

○上流ダムの事前放流通知受信・確認
監視体制

水防警報（準備）

氾濫注意水位到達の恐れ

水防団待機水位到達
鬼怒川水海道水位観測所（水位1.50m）

○水防資機材の確認・確保

○樋管の担当者に注意喚起を行う

○区間を担当する消防団に「準備」を指示

氾濫注意水位到達
鬼怒川水海道水位観測所（水位3.50m）

○区間を担当する消防団に「出動」を指示

○避難準備情報の発令を判断できる体制

○危険箇所の水位監視

◇大雨特別警報（緊急速報メール）

非常体制 避難準備・高齢者等避難開始

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

○河川事務所長へ助言，リエイゾン要請，必要な措置を求める

○避難勧告等を発令できる体制

〇要配慮者等施設に洪水予報（氾濫警戒情報）を伝達

○避難所の開設
○必要な情報・措置

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

○避難勧告の対象区域を検討する

〇要配慮者等施設に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達

○ホットライン ○リエイゾンを通じ，災害対策機械等支援を要請する

○市民に対し，状況を周知する

○広域支援・連携の要請

○ホットライン

〇現地対策本部の設置

○氾濫想定結果の確認等

○Morinfoによる災害情報の通報

○Morinfoによる災害情報の通報

○協定事業者への要請

○今後の氾濫予想

堤防天端に水位到達又は到達の恐れあり
鬼怒川水海道水位観測所（概ね8.00m）

氾濫発生
※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○メール，Morinfo，広報車等による
避難指示・避難勧告の受信

避難行動

避難開始
-3h
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台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（Ｈ３０年３月版）
守谷市（小貝川）

下館河川事務所 住民等守谷市気象・水象情報

水防警報（待機）

連絡体制

避難判断水位到達
小貝川水海道水位観測所（水位6.10m）

洪水予報（氾濫注意情報）発表

洪水予報（氾濫警戒情報）発表

氾濫危険水位到達
小貝川水海道水位観測所（水位6.50m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○区間を担当する消防団に「待機」を指示

警戒体制

○ホットライン

避難勧告又は避難指示（緊急）を発令

◇1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

◇10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

洪水予報（氾濫発生情報）

避難完了

高齢者等避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

※「避難勧告等に関するガイドライン（平成29年1月改）」を参考に作成。 ※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく。

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難準備情報の
発令判断

○必要に応じ、河川事務所長へ助言，リエイゾンの準備・要請

○施設（水門・樋管・排水機場等）の点検・操作確認

○避難所の開設を検討

○リエゾンの派遣

○必要に応じて河川事務所へ必要な措置を求める。

○休校の判断、各体制の確認等

○水防警報（指示）

○要配慮者等施設に洪水予報（氾濫注意情報）を伝達

○災害対策機械の派遣

◇台風予報-72h

-48h

-24h

-12h

0h

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエイゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-5h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難準備情報の受信

○避難の準備（高齢者等以外）

○テレビ、ラジオ，インターネット、メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○上流ダムの事前放流通知受信・確認

○水門、樋管、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○復旧対策の検討

○被害状況の把握

○消防団等への注意喚起

○自衛隊への災害派遣要請
○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

※台風上陸

◇暴風警報発表
〇ホットライン（水戸地方気象台）

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する茨城県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

◇台風に関する気象庁記者会見
（今後の見通し）

○テレビ、ラジオ，インターネット、メール
等による大雨や河川の状況を確認

○気象情報確認，配備基準に基づく今後の体制等検討

○上流ダムの事前放流通知受信・確認
監視体制

水防警報（準備）

氾濫注意水位到達の恐れ

水防団待機水位到達
小貝川水海道水位観測所（水位3.80m）

○水防資機材の確認・確保

○樋管の担当者に注意喚起を行う

○区間を担当する消防団に「準備」を指示

氾濫注意水位到達
小貝川水海道水位観測所（水位4.60m）

○区間を担当する消防団に「出動」を指示

○避難準備情報の発令を判断できる体制

○危険箇所の水位監視

◇大雨特別警報（緊急速報メール）

非常体制 避難準備・高齢者等避難開始

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

○河川事務所長へ助言，リエイゾン要請，必要な措置を求める

○避難勧告等を発令できる体制

〇要配慮者等施設に洪水予報（氾濫警戒情報）を伝達

○避難所の開設
○必要な情報・措置

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

○避難勧告の対象区域を検討する

〇要配慮者等施設に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達

○ホットライン ○リエイゾンを通じ，災害対策機械等支援を要請する

○市民に対し，状況を周知する

○広域支援・連携の要請

○ホットライン

〇現地対策本部の設置

○氾濫想定結果の確認等

○Morinfoによる災害情報の通報

○Morinfoによる災害情報の通報

○協定事業者への要請

○今後の氾濫予想

堤防天端に水位到達又は到達の恐れあり
小貝川水海道水位観測所（概ね8.50m）

氾濫発生
※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○メール，Morinfo，広報車等による
避難指示・避難勧告の受信

避難行動

避難開始
-3h
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kasen2

@pref.ibaraki.lg.jp

県

関東地方整備局

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

048(600)1419
048(600)1420
83-6393～7
83-2937

ktr-saitaikasen-all@mlit.go.jp

茨城県 竜ケ崎工事事務所 河川整備課

茨城県 土木部河川課

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

029（301）4490
029（301）4499
83-765-4490
83-765-4499

利根川洪水予報伝達系統図

守谷出張所

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0297(48)2441
0297(48)1969
83-711-6522
83-711-6540

ktr-tonejo-moriya@mlit.go.jp

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0480(52)9839
0480(52)9852
83-711-591
83-711-599

（災害対策室）

目吹出張所

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

04(7122)3014
04(7124)1901
83-711-6422
83-711-6440

ktr-tonejo-mefuki@mlit.go.jp

ryudo08

@pref.ibaraki.lg.jp

土木事務所及び県土整備事務所等

TEL
FAX

0297（65）1716
0297（65）1415

水ー03－001

ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp

利根川上流河川事務所

凡例

　　　　主系統
　　　　　（避難勧告発令部署）
　　　　　水防法１３条第4項

　　　　　副系統
　　　　　　（水防管理者）

　　　　　水防法第10条第2項

守谷市
bousai

@city.moriya.lg.jp

0297（45）2389
0297（４５）6526

TEL
FAX交通防災課

mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ktr-saitaikasen-all@mlit.go.jp
mailto:ktr-tonejo-moriya@mlit.go.jp
mailto:ktr-tonejo-mefuki@mlit.go.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp


水ー03－002

第1師団司令部
第2部

TEL：03（3933）1161
内線：平日昼：2721，
　　　　　　　　：2724
　　　　夜，休日：２７０８
Fax:03（3933）8220
g2intel-
1d@inte_gsdf.mod.go.jp

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0480(52)9839
0480(52)9852
83-711-591~6
83-711-599

凡例

　　　　主系統
　　　　　（避難勧告発令部署）
　　　　　水防法１３条第4項

　　　　　副系統
　　　　　　（水防管理者）

　　　　　水防法第10条第2項

ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp

陸上自衛隊

第1施設団本部
第2科

TEL：0280（32）4141
内線：平日昼：221，
　　　　　　　　：222
　　　　夜，休日：631
Fax:0280（32）4141
1eb￣
ea@inte_gsdf.mod.go.jp

利根川上流河川事務所 陸上自衛隊

（災害対策室）

守谷市 交通防災課
TEL
FAX

0297（45）2389
0297（４５）6526

出　　張　　所

鬼怒川・小貝川 水海道出張所

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0297（22）0245
0297（22）3921
713-67-22
713-67-40

bousai

@city.moriya.lg.jp

ryudo08

@pref.ibaraki.lg.jp

茨城県 土木部河川課

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

029（301）4490
029（301）4499
83-765-4490
83-765-4499

kasen2

@pref.ibaraki.lg.jp

土木事務所及び県土整備事務所等

茨城県 竜ケ崎工事事務所 河川整備課
TEL
FAX

0297（65）1716
0297（65）1415

県

鬼怒川洪水予報伝達系統図

下館河川事務所

TEL
FAX
建設ﾏｲｸﾛ
建設FAX

0296(25)2164
0296(25)2162
713-591～595
713-308，309

ktr-bousai-713@mlit.go.jp

関東地方整備局

TEL
災害対策室
FAX[
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

048(600)1947
048(600)1419
048(600)1420
83-6408,6409
83-2939

ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp

mailto:ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ktr-bousai-713@mlit.go.jp
mailto:ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp


県

水ー03－00３

出　　張　　所

鬼怒川・小貝川 水海道出張所

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0297（22）0245
0297（22）3921
713-67-22
713-67-40

ryudo08

@pref.ibaraki.lg.jp

茨城県 土木部河川課

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

029（301）4490
029（301）4499
83-765-4490
83-765-4499

kasen2

@pref.ibaraki.lg.jp

土木事務所及び県土整備事務所等

利根川上流河川事務所 陸上自衛隊

小貝川洪水予報伝達系統図

下館河川事務所

TEL
FAX
建設ﾏｲｸﾛ
建設FAX

0296(25)2164
0296(25)2162
713-591～595
713-308，309

ktr-bousai-713@mlit.go.jp

関東地方整備局

TEL
災害対策室
FAX[
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

048(600)1947
048(600)1419
048(600)1420
83-6408,6409
83-2939

ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp

茨城県 竜ケ崎工事事務所 河川整備課
TEL
FAX

0297（65）1716
0297（65）1415

守谷市 交通防災課
TEL
FAX

0297（45）2389
0297（４５）6526

bousai

@city.moriya.lg.jp

（災害対策室）

第1師団司令部
第2部

TEL：03（3933）1161
内線：平日昼：2721，
　　　　　　　　：2724
　　　　夜，休日：２７０８
Fax:03（3933）8220
g2intel-
1d@inte_gsdf.mod.go.jp

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0480(52)9839
0480(52)9852
83-711-591
83-711-599

凡例

　　　　主系統
　　　　　（避難勧告発令部署）
　　　　　水防法１３条第4項

　　　　　副系統
　　　　　　（水防管理者）

　　　　　水防法第10条第2項

ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp

陸上自衛隊

第1施設団本部
第2科

TEL：0280（32）4141
内線：平日昼：221，
　　　　　　　　：222
　　　　夜，休日：631
Fax:0280（32）4141
1eb￣
ea@inte_gsdf.mod.go.jp

mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ktr-bousai-713@mlit.go.jp
mailto:ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp


※10分毎に　　　※その後，
放送　　　断続的放送

越流1時間前 越流30分前 ◎越流時
通報等

高野水位
観測所
（読値）

5.20ｍ 5.3ｍ 5.4ｍ 5.5ｍ 5.6ｍ

稲戸井調整池警報施設運転

越流放送警戒放送通報放送

●◎　越流
2時間前

越流1.5時間
前

利根川水防警報伝達系統図

関東地方整備局

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

048(600)1419
048(600)1420
83-6393～7
83-2939

ktr-saitaikasen-all@mlit.go.jp

県

茨城県 土木部河川課

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

029（301）4490
029（301）4499
83-765-4490
83-765-4499

kasen2

@pref.ibaraki.lg.jp

守谷出張所

土木事務所及び県土整備事務所等

茨城県 竜ケ崎工事事務所 河川整備課
TEL
FAX

0297（82）1716
0297（65）1415

ryudo08

@pref.ibaraki.lg.jp

■　上下水道事務所

●　建設課

凡例

　　　　主系統
　　　　　（避難勧告発令部署）
　　　　　水防法１３条第4項

　　　　　副系統
　　　　　　（水防管理者）

　　　　　水防法第10条第2項

■：稲戸井排水門・稲戸井
　　下流樋門操作時連絡

●：稲戸井調整池洪水時
　　（越水時）における車両
　　通行止め時連絡先
　　「概ね通報放送開始ま
　　でに（概ね2時間前まで
　　に）
　　※状況により適宜判断
　　　　守谷市（建設課）

◎：稲戸井調整池警報施
　　設「通報放送」，「警戒
　　放送」，越流放送開始
　　時における連絡先

水ー03－004

守谷市
■◎
　　交通防災課

TEL
FAX

0297（45）2389
0297（４５）6526

bousai

@city.moriya.lg.jp

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0297(48)2441
0297(48)1969
83-711-6522
83-711-6540

ktr-tonejo-moriya@mlit.go.jp

（災害対策室）
TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0480(52)9839
0480(52)9852
83-711-591
83-711-599

ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp

利根川上流河川事務所

mailto:ktr-saitaikasen-all@mlit.go.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:ktr-tonejo-moriya@mlit.go.jp
mailto:ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp


水ー03－005

利根川上流河川事務所

（災害対策室）
TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0480(52)9839
0480(52)9852
83-711-591
83-711-599

ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp

鬼怒川水防警報伝達系統図

下館河川事務所

TEL
FAX
建設ﾏｲｸﾛ
建設FAX

0296(25)2164
0296(25)2162
713-591～595
713-308，309

関東地方整備局
（水災害予報センター）

TEL
災害対策室
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

048(600)1947
048(600)1419
83-6408，6409
83-2939

ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp

県

茨城県 土木部河川課

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

029（301）4490
029（301）4499
83-765-4490
83-765-4499

kasen2

@pref.ibaraki.lg.jp

ktr-bousai-713@mlit.go.jp

土木事務所及び県土整備事務所等

茨城県 竜ケ崎工事事務所 河川整備課
TEL
FAX

0297（65）1716
0297（65）1415

ryudo08

@pref.ibaraki.lg.jp

守谷市 交通防災課
TEL
FAX

0297（45）2389
0297（４５）6526

bousai

@city.moriya.lg.jp

鬼怒川
水海道

凡例

　　　　主系統
　　　　　（避難勧告発令部署）
　　　　　水防法１３条第4項

　　　　　副系統
　　　　　　（水防管理者）

　　　　　水防法第10条第2項

水海道出張所

TEL
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0297(22)0245
713-67-22
713-67-40

鎌庭出張所

TEL
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0297(42)2644
713-64-22
713-64-40

mailto:ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp
mailto:ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ktr-bousai-713@mlit.go.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp


小貝川水防警報伝達系統図

下館河川事務所 関東地方整備局
（水災害予報センター）

TEL
FAX
建設ﾏｲｸﾛ
建設FAX

0296(25)2164
0296(25)2162
713-591～595
713-308，309

TEL
災害対策室
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

048(600)1947
048(600)1419
83-6408，6409
83-2939

ktr-bousai-713@mlit.go.jp ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp

県

茨城県 土木部河川課

TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

029（301）4490
029（301）4499
83-765-4490
83-765-4499

kasen2

@pref.ibaraki.lg.jp

土木事務所及び県土整備事務所等

茨城県 竜ケ崎工事事務所 河川整備課
TEL
FAX

0297（65）1716
0297（65）1415

ryudo08

@pref.ibaraki.lg.jp

藤代出張所 凡例

　　　　主系統
　　　　　（避難勧告発令部署）
　　　　　水防法１３条第4項

　　　　　副系統
　　　　　　（水防管理者）

　　　　　水防法第10条第2項

小貝川
水海道

TEL
建設ﾏｲｸﾛTEL
建設ﾏｲｸﾛFAX

0297(83)5126
713-68-22
713-68-40

守谷市 交通防災課
TEL
FAX

0297（45）2389
0297（４５）6526

bousai

@city.moriya.lg.jp

ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp

水ー03－006

上郷 水海道出張所

TEL
建設ﾏｲｸﾛTEL
建設ﾏｲｸﾛFAX

0297(22)0245
713-67-22
713-67-40

利根川上流河川事務所

（災害対策室）
TEL
FAX
ﾏｲｸﾛTEL
ﾏｲｸﾛFAX

0480(52)9839
0480(52)9852
83-711-591
83-711-599

mailto:ktr-bousai-713@mlit.go.jp
mailto:ktr-saitaikasen3@mlit.go.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:kasen2@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ryudo08@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:bousai@city.moriya.lg.jp
mailto:ktr-tonejo-saitai@mlit.go.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事故災害対策編 



 原子力災害対策の基本的な考え方 
      

  原子力施設の事故の場合，放射性物質が重大な放出に至るのは，原子炉の燃料等（炉心）が

損傷し，さらに，燃料等を閉じ込めている格納容器等が破損した場合である。 

このような状況において，炉心の損傷は原子力施設の制御施設で検出や予測が可能であるが，

格納容器等の破損による放射性物質の放出の時期や放射性物質放出後の放射性物質の分布状況

を事故時に予測（放出のタイミングの把握）するのは非常に困難であり，原子力施設周辺への

影響は，気象条件に大きく左右される。そこで，事故時に測定した情報に基づき，迅速に判断

し，対応できるようにしておくことが重要であるとしている。 

  そのため，国は図に示す原子力防災の考え方や一連の判断基準を示している。 

  まず，事故時に迅速な対応を行うためあらかじめ緊急時区域を設定している。この緊急時区

域は２種類あり，放射性物質の放出前か放出後直ちに対策を実施する範囲として，「PAZ

（Precautionary Action Zone）：予防的防護措置を準備する区域」，「UPZ（Urgent Protective 

action Planning Zone）：緊急時防護措置を準備する区域」である。その他に，福島第１原発事

故のプルーム通過による放射性物質の影響が及んだことが否定できないこと，原子力災害対策

指針において必要に応じて UPZ 以遠の周辺地域も考慮していることから「UPZ 外」の区域と

して策定する。 

  さらに，対策実施の開始条件として，「EAL（Emergency Action Level）：緊急時対策レベル」

及び「OIL（Operational Intervention Level）：運用上の介入レベル」を定めており，EAL は，

原子力施設の事故の状態が EAL のどの事態に該当するかの判断基準で 3 つに区分し，それぞ

れの事態で実施する対策をあらかじめ定めてある。 

  PAZ より遠い UPZ，UPZ 外の範囲では，放射線の測定を行った上で必要な対策を実施する

こととしている。その際にも，対策の実施の要否を迅速に判断するために，放射線の測定値に

基づいた対策実施基準として OIL を定め,目的に応じて OIL1～OIL6 までを基準として定めて

いる。 

              図-１ 原子力災害対策の基本的考え方 

         

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）・緊急時対策レベル（EAL）及び運用上の介入レベル（OIL）

に基づき防護措置を実施する範囲は，必ずしも円形にな

るとは限らない。                        

・プルーム：気体状，あるいは粒子状の放射性物質が環境 

中に放出されると，これが大気とともに雲のように流れ 

る状態のこと。 

 

 

（事―Ⅵ―001） 

UPZ（半径概ね５～３０ｋｍ） 

緊急時防護措置を準備する区域 

OIL に基づき防護措置を行う 

PAZ（半径３～５ｋｍ） 

予防的防護措置を準備する区域 

OIL 

（運用上の介入レベル） 

測定結果に応じた対策を 

適切な範囲で実施 

EAL 

（緊急時対策レベル） 

緊急事態区分応じた対策の実施 

守谷市 

約80ｋｍ 



 

緊急事態区分に応じた防護措置の準備等 
 

 

 

 図-２ 緊急事態区分に応じた防護措置等の準備等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事―Ⅵ―002） 

  

緊急事

態区分 

PAZ

圏内 

半径 

３ 

～５ 

ｋｍ 

要配慮者の避難準備 

避難準備 

の指示 

要配慮者の避難 

 

 

要配慮者

の避難指

示 

住民の避難準備 

 

 安定ヨウ素剤の 

服用準備 

安定ヨ

ウ素剤

の 

服用及

び避難

指示 

住民の避難 

 

 安定ヨウ素

剤の服用 

 

 

避

難

指

示 

UPZ圏

内 

半径約 

５～ 

３０ｋ

ｍ 

情報収集 屋内退避準備 屋内退

避 
５００μSv／1

時間以上の時 

数時間内に

避難 

２０μSv／1

時間以上の時 

1 週間以内

に一時移転 

屋内退避準備 

指示 
屋内退避 

指示 

行動に際し安定ヨウ素剤を服用 

地域の空間放射線量の値が 

基準を超えた場合に避難す 

ることになる 

全面緊急事態 

 

 

 

施設敷地緊急事態 

 

 

 

警戒事態 

 

 
例）震度 6弱以上 

の地震の発生 
例）全交流電源喪失 例）冷却機能喪失 



放射性物質が環境へ放出された場合の措置の実施 

 

 

         図-３ 放射性物質が環境へ放出された場合措置の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

（事―Ⅵ―003） 

UPZ 

圏内 

半径 

5 

～30 

ｋｍ 

飲食物摂取制限 

0.5μSv／ｈ以上 

 

早期防護措置 

20μSv／ｈ以上 

 

緊急防護措置 

500μSv ／ ｈ 以

上 

 数日以内を目途に飲食物

中の放射性核種濃度を特

定すべき区域を特定 

１週間以内を目途に飲食

物中の放射性核種濃度の

測定と分析を実施 

基準を超えるものにつき

摂取制限を迅速に実施 

【OIL6】 

１日以内を目途に区域

を特定 

対象地域の生産物の摂

取を制限【OIL6】 

対象地域の住民を，１

週間程度内に一時移転

【OIL２】 

数時間内を目途に区域

を特定 

避難（移動が困難な者

の一時屋内退避を含

む）【OIL1】 

避難基準に基づいて避難した避難者等をスク

リーニングして，基準を超える際は迅速に除

染【OIL4】 

UPZ 

圏外 

半径 

30 

ｋｍ～ 

UPZ 圏内と同じ 

OIL：運用上の介入レベル 

放射線モニタリングなどの計測された値により避難や屋内退避等の防護措置 

を実施するための判断基準  



OIL 区分と防護措置について 
 

 

表-１ OIL 区分と防護措置について 

（事―Ⅵ―004） 

 基準の種類 基準の概要 初期設定値（注１） 防護措置の概要 

緊

急

防

護

措

置 

OIL１ 地表面からの放

射線，再浮遊した

放射性物質の吸

入，不注意な経口

摂取による被ば

く影響を防止す

るため，住民等を

数時間内に避難

や屋内退避等さ

せるための基準 

500μSv／ｈ 

（地上１ｍで計測した場合の空間放射

線量率）（注２） 

数時間内を目途に

区域を特定し，避

難等を実施（移動

が困難な者の一時

屋内退避を含む。） 

OIL４ 不注意な経口摂

取，皮膚汚染から

の外部被ばくを

防止するため，除

染を講じるため

の基準 

β線：40,000cpm（注３） 

（皮膚から数ｃｍでの検出器の係数

率） 

避難又は一時移転

の基準に基づいて

避難した避難者等

に避難退域時検査

を実施して，基準

を超える際は迅速

に簡易除染を実施 

β線：13,000cpm（注４） 

【１ヶ月後の値】 

（皮膚から数ｃｍでの検出器の係数率） 

早

期

防

護

措

置 

OIL２ 地表面から放射

線，再浮遊した放

射性物質の吸入，

不注意な経口摂

取による被ばく

影響を防止する

ため，地域生産物

（注５）の摂取を

制限するととも

に，住民等を移転

させるための基

準 

20μSv／ｈ 

（地上１ｍで計測した場合の空間放射

線量率）（注２） 

１日内を目途に区

域を特定し，地域

生産物の摂取を制

限するとともに，

１週間程度内に一

時移転を実施 

飲

食

物

摂

取

制

限 
（注
９） 

飲食物に係

るスクリー

ニング基準 

OIL6 による飲食

物の摂取制限を

判断する準備と

して，飲食物中の

放射性核種濃度

測定を実施すべ

き地域を特定す

る際の基準 

0.5μSv／ｈ（注６） 

（地上１ｍで計測した場合の空間放射

線量率）（注２） 

数日内を目途に飲

食物中の放射性核

種濃度を測定すべ

き区域を特定 

OIL６ 経口摂取による

被ばく影響を防

止するため，飲食

物の摂取を制限

する際の基準 

核 種 
（注７） 

飲料水， 
牛乳・乳製品 

野菜類，穀類，
肉，卵，その他 

1 週間内を目途に

飲食物中の放射性

核種濃度の測定と

分析を行い，基準

を超えるものにつ

き摂取制限を迅速

に実施 

放射性ヨウ素 300Bｑ/ｋｇ 
2,000 Bｑ/ｋ

ｇ（注８） 

放射性セシウム 200Bｑ/ｋｇ 500Bｑ/ｋｇ 

プルトニウム及

び超ウラン元素

のアルファ核種 

１Bｑ/ｋｇ 10Bｑ/ｋｇ 

ウラン 20Bｑ/ｋｇ 100Bｑ/ｋｇ 



 

 

（注１）「初期設定値」とは，緊急事態当初に用いる OIL の値であり，地上沈着した放射性核種 

   組成が明確になった時点で必要な場合には OIL の初期値設定値は改定される。 

（注２）本値は，地上１ｍで計測した場合の空間放射線量率である。実際の適用に当たっては， 

   空間放射線量率計測機器の設置場所における線量率と地上１ｍでの線量率との差異を考慮 

して，判断基準の値を補正する必要がある。OIL１については緊急時モニタリングにより 

得られた空間放射線量率（１時間値）が OIL１の基準値を超えた場合，OIL２については， 

空間放射線量率の時間的・空間的な変化を参照しつつ，緊急モニタリングにより得られた 

空間放射線量率（１時間値）が OIL２の基準値を超えたときから起算して概ね１日が経過 

した時点の空間放射線量率（１時間値）が OIL２の基準値を超えた場合に，防護措置の実 

施が必要であると判断する。  

（注３）我が国において広く用いられるβ線の入射窓面積が 20ｃｍ２の検出器を利用した場合の 

   計数率であり，表面汚染密度は，約 120Bq／ｃｍ２相当となる。 

他の計測器を使用して測定する場合には，この表面汚染密度より入射窓面積や検出効率 

   を勘案した計数率を求める必要がある。 

（注４）（注３）と同様，表面汚染密度は約 40Bq／ｃｍ２相当となり，計測器の仕様が異なる場

合には，計数率の換算が必要である。 

（注５）「地域生産物」とは，放出された放射性物質により直接汚染される野外で生産された食品

であって，数週間以内に消費されるもの（例えば野菜，該当地域の牧草を食べた牛の乳）

をいう。 

（注６）実効性を考慮して，計測場所の自然放射線によるバックグラウンドによる寄与を含めた

値とする。 

（注７）その他の核種の設定の必要性も含めて今後検討する。その際，IAEA の GSG－２（IAEA

安全基準）における OIL６を参考として数値を設定する。 

（注８）根菜，芋類を除く野菜類が対象。 

（注９）IAEA では，飲食物摂取制限が効果的かつ効率的に行われるよう，飲食物中の放射性核種

濃度の測定が開始されるまでの間の暫定的な飲食物摂取制限及び当該測定の対象の決定に

係る基準である OIL3 等を設定しているが，我が国では，放射性核種濃度を測定すべき区

域を特定するための基準である「飲食物に係るスクリーニング基準」を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事―Ⅵ―004） 


